












要約:1)視覚弁別作業時に出現するいわゆる P300 の測定を行なった。 

2)健康成人について音刺激より良好な P300 の結果を得た。 

3)標的刺激の図形として乳幼児に興味のある図形(母親の顔など)を用いることにより従来

測定が困難とされていた 3～5才の幼児,乳児の P300 も導出された。 

4)この結果は乳児期の高次脳での認知,母親の認識の発達を知る上で有効な手段と成り得

ると考えられた。 


